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襟裳岬沖と八戸沖の貝類とその生息環境について

1．はじめに

石山　　尚珍＊

初生環境解明のための1手段として，わが国周辺海域

の海況・底質・現生種貝類分布などについて調査研究を

つづけているが，水産庁東北海区水産研究所八戸支所の

御厚意によって北海道の襟裳漁場（襟裳岬沖）と青森県

の八戸漁場（八戸沖）におけるデータを入手することが

できたので，ここにまとめてみた．

2，資料について

　資料は“東北海区水産研究所海洋資源年報昭和28～29

年度第4部底魚資源篇（1956）”と“同29～30年度第4

部底魚資源篇（1958）”の2つである．その内容は底棲

魚の生態を明らかにする目的で，襟裳漁場に12定点，八

戸漁揚に14定点（第1図参照）を設けて漁場としての底

棲生物調査を継続して行い，その時にえた生のデータが

そのまま掲載されている．データの大部分は底棲魚に関

するものであるが，一部にトロール網の中に混入してき

た貝類（鑑定は東北大学理学部地質学古生物学教室）が
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記載されているので，これを取りあげた．

　なお，このデータとは別に襟裳漁場・八戸漁場・岩手

県沖方面へ出漁した民間トロール船から，その魚獲物の

中に混入していた生貝を貰いうけたので，これらも参考

資料とした．ただし民間トロール船の場合は，おのおの

魚獲場を採集した揚所を秘密にしているので，その貝類

のとれた海域が襟裳漁揚とか八戸漁場であったという以

外には，正確な位置・水深などを教わることはできなか

った．しかし東北方面の深海の貝類データはほとんど皆

無なので，この方面の海域に生息する貝類を実際にうる

ことができたのは，資料として参考になると思う。

＊燃料部

3．　内容について

　採集された貝の種類は，多板綱に属するもの1科1

種，腹足綱に属するもの17科43種，掘足綱に属するもの

2科4種，斧足綱に属するものが17科20種で，合計では

37科78種（採集貝類一覧表参照）になる．

　これらの貝類について，多いものから順にあげてみる

と

　17地点から採集された種類……ミノシラスナガイ

　13地点から採集された種類……クロマルフミガイ

　12地点から採集された種類……アヤボラ，エゾワスレ

　10地点から採集された種類……ホソエゾキリガイダマ

　　　　　シ，カラフトキララ，エゾシラオ

　9地点から採集された種類……マユツクリ

　7地点から採集された種類……エゾキリガイダマシ，

　　　　　アラボリロウバイ，エゾソデガイ，アラス

　　　　　カシラオ，クマアサリ

　6地点から採集された種類……キララガイ，ゴルドン

　　　　　ソデガイ

　5地点から採集された種類……ヒメシライトマキ，ム

　　　　　シボタル・キタノツノガイ，コグルミガ

　　　　　イ，エゾヒバリガイ，コケライシカゲガイ

　4地点から採集された種類……エゾボラモドキ，セト

　　　　　モノツノガイ，ミタマキガイ，アラスカニ

　　　　　シキ，0α漉襯sp，，七メシャクシガイ

　3地点から採集された種類……イセヨウラク，シライ

　　　　　トマキ，ネジボラ，フジイロエゾボラ，ホ
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地質調査所月報（第25巻第7号）
採 集 貝 類

種 類
襟

生息 緯度
1 2 3 4 5 6 7 8

pOLYPLACOPHORA多板綱
（水深m）→ 67 107105142142148173182

Lepidopleuridae　さめはだひざらがい科

Lψ絢μ8μ鮒sp．

GASTROPODA腹足綱
Prosobranchia前鯛亜綱
Archaeogastropoda原始腹足目

Cocculinidaeわたぞこしろがさ科
Oo‘‘μ伽4ノ‘ψoη加Da11 ワタゾコシロガサ P：34～42 Jl37～46

Mesogastropoda中腹足目

Turritellidaeきりがいだまし科

Zμ・r露θ〃好b7磁剛4Sowerby エゾキリガイダマシ P：35？～44 J：36－46 ○ ○

nrr露8’」¢ノわr襯r躍ππψクoπ加Yokoyama ホソエゾキリガイダマシ P　l39～41 J＝41 ○ ○

Epitoniidae　V・とかけがい科

■‘融・6ho繍ゴ5（Middendor窃） オホーツクイトカケ P：41－51
α150ケ8舵αsp，

Styli色ridaeやどりにな科

Ro58痂sp，・

Tri磁otropidae　ひげまきなわぼら科

7｝’‘ho彦7ψε5襯加r歪ηα3αSowerby　et　Broderip ネジヌキ P＝34～41 J＝～41

Calyptraeidaeかりばがさ科

αゆ4ぬ8枷廊Middendor仔 エゾフネガイ P＝36？～46 J：～50～
Naticidaeたまがい科

L襯α磁加”f40（BroderjP　et　Sowerby） ウスイロタマツメタ P：36～72 」：～72

ぬ励‘伽5αBroderipetSowerby ハイイロタマガイ P＝34？～72 J：36～72
ハ碗加7μ∬αGould コシタカタマガイ P：39～42 」＝～43

Cymathdaeふじつがい科
F励r露・泥・7880η8雁5（Red丘eld） アヤボラ P338～59 J：36～50

Neogastropoda新腹足目

Muricidaeあくきがい科
α剛05伽醐伽‘α（Sowerby） イセヨウラク P：25？～39 」；～42

α・伽5君o規α8μ卿オ67・π（Reeve） ヨウラクヒレガイ P：33～34 J＝一37

τ1瞬o吻5f5ぬ5斥5η㍑5Dall アラスカツノオリイレ
野ψh・π9ρ5ゴ5‘α漉励7μ川（R．eeve） ツノオリイレ P：34～39 J：～46？

Rapidaeかぶらがい科
Rapidaesp、

Pyrenidaeたもとがい科
砂7θπ8sp、

Pyrenidaesp．

Buccinidaeえぞばい科
βμ6‘∫脚π加o♂α就Kira シライトマキ P　l35～42

βμ‘‘伽那濯溺8η4・がVerkrUzen エゾバイ P：42～50 J＝46
βμ‘6珈規π卵oη8π58Da11 ヒメシライトマキ P＝36～42
βμ6‘ゴη蹴ρ8噸hゆ5Da11 ウスカワバイ P＝53
飽」∫‘⑳躍5煎87（Dall） ツムバイ P＝39～71 J：46
κ幽⑳郷吻5欄（Dall） リクゼンシワバイ P＝36～41 J＝～46

」4ρθ」歪oηρθ伽‘捌oπ（Schrenck） ネジボラ P＝36～45 J：些o～

N卿脚‘・繍・6融（Dal1） チヂミエゾボラ P：36～43 J＝36～43
Nψ伽昭伽凄8・（Pilsbry） コエゾボラモドキ P＝39飼41
瓦ψ♂襯84ゴη5μ」嬬（Da11） ヤセエゾボラ P：41～56
Nψ伽84’η嬬6ψ診α（Spwerby） エゾボラモドキ P：39～42 J：36～46
Nψ伽84か7磁（Gmelin） エゾボラ P；41～71
Nψ伽8αぬ・5α（Da里1） フジイロエゾボラ P：39～51
3ψh・π蜘sp．

Sψhoπ蜘脚4ブ‘昭（Reeve） マユツクリ P＝33～40 J＝～42

剛漉ゆ惚54擁π蜘5Dall リクゼンボラ P：36飼41
Ol醗dae象くらがい科

OJ魏」’σμ幽吻（AdamsetReeve） ムシボタル P＝25～40 Jl～42 ○

Volutidaeひたちおぴ科
F鞠・rα吻ρ・6び・吻詔（Crosse） ホンヒタチオビ P；35 ○

FμZgor47毎ρア8び05置ゴαπ4〃昭8ηαKuroda　et　Habe オオヒタチオビ P＝36～42 J：～42

レb伽oη痂川87θθπ」朗4ゴ側〆α5κα紹Dall フデヒタチオビ P：39醒57 J＝39
Turridaeくだまきがい科

オ溺ψ」伽85‘o癬α吻（Yokoyama）var， ヒダリマキイグチ P：39～磁 J；36～44
L8μ‘o騨ηκ4ゴo膨伽（Bartsch） ヤゲンイグチ P：36～43

Opisth・branchia後鯉亜綱

Pleurocoela側腔目

Hydatinidaeみすがい科
βμJJ伽πo観ゴ5Habe オオベニシボリ P：33削3手
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　襟裳岬沖と八戸沖の貝類とその生息、環境について（石山尚珍）
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地質調査所月報（第25巻第7号）
（つづき）

種 類 生　目 緯度
襟

4］、

1 2 3 4 5 6　7 8

Pteropoda、翼足目 （水深m） 67 107105142142王48173182

Cav面nidaeかめがい科
伽・伽∫鋤ぎη05α（Blainville） ヒラカメガイ （遠洋性）

αθ繍α伽」α（R．ang） ウキツノガイ （遠洋性）

SCAPHOPODA掘足綱
DentaliidaeつのがV・科

D8脚」勉裾・・5μ昭腕Pilsbry セトモノツノガイ P：33～39
Dθ廠’伽磁んαψ（Dunker） ツノガイ P　l31～35 J＝～41

ヱ）6漉ごz’彪ηzω8歪ηκα458ρ’θπ∫7foηα露5Kuroda　et　Habe キタノツノガイ

SiPhonodentaliidae　くちきれつのがい科

3ψhoη04θη如」勉ηε雇たμoh露Kuroda　et　Habe ヒナツノガイ J＝37
PELECYPODA斧足綱

Taxodonta多歯目

Nuculidae　くるみがい科

オ・伽師μ5（Gould） キララガイ P　l32～42 J＝32～43 ○

凶‘吻囎伽Schcnck カラフトキララ P：39～42 J＝45～46 ○

Eη胱ぬ∫6痂5（Montagu） コグルミガイ （東北） Jl36～46 ○ ○ ○ ○

Nuculanidaeちりろうばv・科

ぬ6ぬηαρ87η吻（M茸ller） シワロウバイ P：46～？
ぬ‘ぬηα7・伽（Kur・da） チリロウバイ J＝36～39
翫6ぬ照ツ0切α規厩Kuroda アラボリロウバイ P＝33～40 J：32～41 ○

P・7伽伽’h7α吻卿η三ぎ5（Storer） フネソデガイ P：41 J337？～72
5㈱”α9・財4・跳（Y・k・yama） ゴルドンソデガイ P：31～41 」：31～36 ○

鯉伽α剛鈎磁（Valenciennes） スモモソデガイ Jl47～51 ○

yo’伽ゴoh4η短Dall エゾソデガイ P：38～51 J；36～47 ○

Glycymeridaeたまきがい科

0卿規θ廊卿87泌5Kur・da ミタマキガイ P：31～39 J＝～36

Limopsidaeおおしらすながヤ・科

L加ゆ加磁40た・歪Oyama ミノシラスナガイ P＝36～41 ○

Anisomyaria不等筋目

MytilidaeいがV・科

70」56磁4麺‘耽KurodaetHabe エゾヒバリガイ P：35～51 」；～47

Pectinidae　V・たやがい科

Oh彪剛5f吻η4加h繍∫（Carpenter） トバニシキ P；41～55
P・加θ規伽翻襯α」蹴θη58（Da11） アラスカニシキ P＝39～56 」：36～43

An・miidaeなみまがしわ科

痴oη磁碗α6μ麗Gray アラナミマガシワ P；28～39 J：～41

辺πo加αだ56h舵ゴDautzenberg　et　Fischer ナミマガシワ P：23～42 J：～45

Heterodonta異歯目
Astartidae　しらおがい科

癬副8ぬ廊8η縮（DaII） アラスカシラオ P：35？～70 J：32～70
孟吻7励078幽（Schumachcr） エゾシラオ P：35～45 J：35～46 ○ ○ ○

Carditidae　とまやがV・科

碗πθ吻7伽（伽」・‘αr4歪α）sp．

猷6π67加7吻87枷06η5∫5Tiba クマアサリ P：41
碗η6伽7伽ノ診7川ρθαC】essin クロマルフミガイ P：33～42 」＝32～42

Ungulinidaeふたばしらがい科

Joαη漉8〃α5鋤卿θ7・枷（N・mura） ヒラシオガマ P：23～35 」：～41 ○

Cardiidaeざるがい科

伽伽㍑伽嫌（Fabricius） コケライシカゲガイ P：38～72 Jl36～50 ○

oα7伽規Sp。

Veneridaeまるすだれ科
0顯5励7館ψh・艇α（Carpenter） エゾワスレ P二39～45 J：38～46 ○ ○ ○ ○

P・5∫η切‘ψ・η加（Reeve） カガミガイ P：31～42 J；～43’

Tellinidae　さらがい科

Mα60mασα‘oαγ8α（Gmelin〉 ケショウシラトリ P133～72 J：32樽6 ○

Adapedopta無面目
Saxicavidae　きぬまといがい科

研α‘6〃αo漉η励5（Yokoyama） キヌマトイガイ P；25～41 Jl～41
∬伽8伽sp，

Erodonidaeぬまこだきがい科
凶ηゴ50007わぬひ6η膨吻（Gould） クチベニデ P＝31～42 J＝～43

Anomalodesmacea異靱帯目

Myochamidaeみつかどかたびらがい科
吻α407好ψoη磁Habe ヒロカタビラガイ P：34～42 J二35～41 ○

Cuspidariidae　しゃくしがい科

α吻吻吻go配伽πα吻∫6擁ぎoη必5Kuroda ヒメシャクシガイ P；31～34 J＝～41 ○ ○
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襟裳岬沖と八戸沖の貝類とその生息環境について（石山尚珍）
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地質調査所月報（第25巻第7号）

　　　　　ンヒタチオビ，ツノガイ，ア6η爾‘俳直αsp．

　2地点から採集された種類……L6μ40ρ伽7％5SP．，C27－

　　　　　50渉76脚sp・，ウスイロタマツメタ，ヨウラク

　　　　　ヒレガィ，ッノォリイレ，Rαμ4磁sp．，リ

　　　　　クゼンシワバイ，Sゆhoηα」勉spリリクゼン

　　　　　ボラ，オオヒタチオビ，ヤゲンイグチ，ト

　　　　　バニシキ，アラナミマガシワ，キヌマトイ

　　　　　ガイ，H初6114sp。

　1地点から採集された種類……ワタゾコシロガサ，オ

　　　　　ホーツクイトカケ，・Ro56n宛sp・，ネジヌ

　　　　　キ，コシタカタマガイ，アラスカツノオリ

　　　　　イレ，P労8敏spリエゾバイ，ウスカワバ

　　　　　イ，ツムバイ，チヂミエゾボラ，コエゾボ

　　　　　ラモドキ，ヤセエゾボラ，エゾボラ，フデ

　　　　　ヒタチオビ，ヒダリマキイグチ，オオベニ

　　　　　シボリ，ヒラカメガイ，ウキツノガイ，ヒ

　　　　　ナツノガイ，シワロウバイ，チリロウバ

　　　　　イ，フネソデガイ，スモモソデガイ，ナミ

　　　　　マガシワ，ヒラシオガマ，カガミガイ，ケ

　　　　　ショウシラトリ，クチベニデ

　さて，この方面（東北海区）の海域には千島方面から

南下してくる親潮（寒流）と，津軽海峡をぬけてくる対

島暖流が知られている。親潮は夏季でもほぼ10℃以下の

水温で，表層から底層までほとんど同じ速度で流れてお

り，夏は金華山沖あたりで北上してくる黒潮（暖流）の

下へもぐり，冬は銚子沖付近で潜流となって台湾方面ま

で移動してゆくといわれている．一方，東北地方にみら

れる対島暖流は本州の目本海側にそって北上し，津軽海

峡と宗谷海峡を通って太平洋へ流入しているが，津軽海

峡の場合はこの海峡を通過する海流の約95％までが対島

暖流であることが，海洋関係者の定説になっている．こ

うして津軽海峡をぬけた対島暖流の一部は噴火湾方面へ

もわかれるが，大部分は三陸沿岸ぞいに南下して金華山

の沖合まで流れていって，太平洋へそれていく．

　以上は東北海区の海況の大略だが，海流は常に流動し

ているものであるから，その環境も一定不変とは考えら

れないが，この海域に生息する底棲生物の実態を調べれ

ば，ある程度の寒暖2流の影響が明らかになるものと考

えて，貝類の分布を調べてみた．

　第2～4図はその生態グラフであって，横軸には貝の

生息範囲（緯度）を示し，縦軸には各採集地ごとにそこ

で採集された貝の種類数を，各貝の生息範囲を考慮しな

がらつみ重ねたものである．これらの貝類の採集海域は

北緯400前後の線から北緯420前後にわたる範囲なので，

このグラフの北緯41。（津軽海峡）を境にして左右の面積

を比較し，左の低緯度側が右側（高緯度）より大きけれ

ば対島暖流の影響もまた大きく，反対に右側の面積が大

きければ親潮の影響が強いことを意味する．

　襟裳漁場の環境について

　1のグラフを一見したところでは寒暖2流の影響があ

るようにみえるが，ここで採集された貝類の中ではムシ

ボタル（P：25～400，」：25～420）だけが南から八戸

漁揚あたりまでの間に生息し・その他の貝類は北緯410を

こえてそれ以北の海域まで生息する種類である．ゆえに

1の地点では寒流の影響のほうが暖流よりもはるかに強

いことになる．ただこのあたりは水深が浅いので，対島

暖流の末端が流れてくるためにムシボタルが生息できる

ものと考えられる．

　2については，採集貝類が2種類だけなので確定的な

ことはいえないが，採集緯度が北緯42。付近であるから，

この緯度の海域としては大体適当した環境の貝類が生息

しているといえるであろう．

　3では貝類が採集できなかった．

　4と5は同じ水深ではあるが，5のほうが暖かい要素

がやや多い．すなわち対島暖流の影響が認められること

になるが，これに比べ4のほうは5よりも親潮の影響が

強くなっている．これは4のほうが5よりも沖合に位置

するためと思われる．

　6のグラフは襟裳漁場12点のうちで，対島暖流の影響

が一番強いことを示しているが，それはこの場所の水深

が浅いことと，津軽海峡寄りに位置するためであろう．

　9も津軽海峡寄りに位置するが，こちらのグラフは親

潮の影響が強いことを示している．これは6よりも沖合

にあるばかりでなく水深も深くなるので，地形的に親潮

の流れをうけやすいためと考えられる．

　7は親潮の影響下にあり，8も親潮の影響が強いが，

沿岸寄りに位置するためか暖かい要素もみられる．

　10のグラフは，1とともに親潮の影響が非常に強いこ

とを示している．これは地形的に一番沖合に位置するこ

とと，水深が深いという2っの理由のためである．

　11をみると北緯410以南の面積が大きいので暖かいよ

うにみえるが，よく検討するとそれは日本的要素をもっ

た貝類（31。N～41。Nの海域に生息する種類）を含んで

いるためで，熱帯の海から北上してくる黒潮系の暖流に

由来したものではない．しかも北緯410以北までつづい

て生息している貝類のほうが多いから，やはり親潮の影

響下にある海域といえるだろう．

　12のグラフも，11と同じようなことを表わしている．

　（イ）～（ヌ）の採集地点については，すべてが親潮の影響の

強い海域ということができる，なお，これらを1～12の
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襟裳岬沖と八戸沖の貝類とその生息環境について（石山尚珍）
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地質調査所月報（第25巻第7号）
グラフを参照して考えてみると，⑫と（リ）に関しては採集

資料が不足であるが，目と（リ）以外の採集海域については

“沿岸から離れていて水深も深い”場所であることが推

定できる．

　八戸漁場の環境について

　13のグラフをみると，津軽海峡をぬけて青森県の東岸

ぞいに南下してくる対島暖流の影響が非常に強いことが

よくわかる．

　14は13に比べると対島暖流の影響が少し減って，親潮

の影響が加わってきたことがグラフに現われている．こ

れは水深を増したためと思われる．

　15は13よりも津軽海峡寄りに位置するから，暖流の影

響を強くうけてもよさそうに思われるのに，実際は暖流

よりも寒流の影響のほうが強くなっている．その理由と

して，このあたりは大陸棚の幅がせまく，しかも東側の

海底面は急傾斜になって深くなるために，親潮が相当の

勢力をもってこの付近まで押しよせてきていることが考

えられる．

　16のグラフをみると寒暖2流の影響を読みとることが

できる．これはこのあたりの大陸棚が広がっているため

と，また一方では襟裳岬方面から親潮が押しよせてきて

いるためであろう．

　17には対島暖流の影響がよく現われているが，これは

地形（海岸も海底も含めて）の関係で対島暖流の主流の

通路にあたっているのかもしれない．

　18，19，20は16と同じような理由で，寒暖2流の影響

がみられる．

　21では対島暖流の影響が減ってきている．これは大陸

棚からはずれて水深を増したためと思われる．

　22のグラフをみると，水深が300mもあるのに暖かい

要素がみられるのは，沿岸近くに位置しているために対

島暖流の影響も加わってきているのであろう，

　23のグラフに対島暖流の影響がみられるのは，大陸棚

が10～21の問で東へ張りだしていることが考えられる．

またこの地点が東方へ寄っているために，親潮の影響を

こうむっているのであろう，

　24，25，26は水深が深V・ので，まったく親潮の影響下

にある．

　（羽は八戸漁場の中で採集したものだが位置は不明．し

かしこのグラフからうかがえることは，このグラフは親

潮の影響が非常に強いことを示しているから，水深が深

い所であることが推定できる．

　以上に述べてきたように八戸漁場の環境は，襟裳漁場

に比べると対島暖流の影響が相当に加わってきているこ

とがわかる．特に沿岸に近い所と，水深の浅い海域ほど

顕著になっている。

　岩手県沖のものについて

　（ヲ）～（レ）はどれをとりあげても採集資料が少ないために

確定的なことはいえないが，どのグラフにも対島暖流の

影響が現われていないから，これらの採集位置は割合に

深い所のものということができるであろう．

4．むすび

　本稿に主として使用した東北水産研究所の貝類関係資

料をよく検討してみると，既存の資料に比べて一部の貝

類の生息深度の範囲が広すぎるなどの疑間があるので，

当時の採集担当官に問い合わせたところ，庁舎改築の時

に魚類資源にあまり関係のない資料は残念にも大部分を

破棄してしまったとのことであった．またこの貝類リス

トの中には陸貝と考えられるものなども含まれていた

が，これらは本稿では除いてある．

　なお，民問の漁船関係者から提供をうけた貝類資料

α）～（のは，その採集位置がはっきりしていないために，

それほどの価値はないものとも思われるが，この方面の

海域に生息する貝の種類を実物で確認できたのは一つの

収穫であった．なぜならば例えばヒメシライトマキの生

、富・範囲はチェック・リストによるとP：36～42となって

V・るが，これは太平洋側の36。N～42。Nの海域ならどこ

でも漏れなく生息しているというのではなく，この範囲

の中でヒメシライトマキが生息できる環鏡の海域だけに

みられるという意味である．ヒメシライトマキだけにつ

いていえば，この方面の海域では襟裳漁場と岩手県沖で

採集され，八戸漁場ではみつかっていない．，これらのこ

とは貝化石を解明するときなどに，大いに参考になるこ

とと思う．
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